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平成 28 年 8 月 18 日版 
 

評価・IRの実践・課題共有セッション 
 

実践セッション担当幹事            
大 野 賢 一     

 

１．本セッションのねらい 

今年で３回目になりますが、評価業務・IR 業務自体をどのように改善すれば、大学が進むべき

方向に向かいやすくなるのか、もしくは、評価業務・IR 業務という現状認識・現状分析の中で見

えてきた学内の課題を改善に結びつけるにはどのようなことができるのか、ということについて

継続して議論します。 
具体的には、それぞれの参加者が所属機関における課題等を持ち寄り、類似の課題を抱える参

加者との話し合い（グループ討議、ポスター討論）を通じて、解決のためのヒントを得ることを

目指しています。その際、単に課題と解決策の事例を共有する、というだけでなく、課題に共通

する背景や普遍的な対応策も話し合いの中で探り、まとめていきたいと考えています。 
想定する参加者は、評価あるいは IR 業務に一定程度携わっている方です（学外の機関あるいは

民間企業等で評価・IR 活動を支援される方もご参加いただけます）。 
 

２．日時・会場 

平成 28 年 8 月 26 日（金）9:30－16:00 
立命館大学 大阪いばらきキャンパス A 棟南ウイング ２階及び３階 

・事前説明、ポスター討論、まとめ： AS251 
・グループ討議：   AS359（１～４班）、AS358（５～８班）、 

AS357（９～11 班）、AS356（12 班～13 班） 
 

３．持参いただくもの 

・ 課題をまとめた資料（班の人数分、印刷してお持ちください）【必須】 

・ 事前にお配りした班分け表（ご自身の班のみで結構です）【必須】 

・ 課題説明用補助資料（２点までお持ち込みいただけます。なるべく紙でお願いします。）【任

意】 
・ 大学の概要が分かる資料（大学概要、数字で見る大学等。補助資料には含めません）【任意】 
 

※本セッションにおいて有意義な議論を行うため、以下に示す資料を一読されることをお勧めし

ます。 
■大学評価担当者集会 2015評価・IR実践セッション報告書 

http://iir.ibaraki.ac.jp/jcache/documents/2015/acc2015/session1/h27-0828_acc2015_s1_ho
w_ir_ue_works_in_univ.pdf 

http://iir.ibaraki.ac.jp/jcache/documents/2015/acc2015/session1/h27-0828_acc2015_s1_how_ir_ue_works_in_univ.pdf
http://iir.ibaraki.ac.jp/jcache/documents/2015/acc2015/session1/h27-0828_acc2015_s1_how_ir_ue_works_in_univ.pdf
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■評価業務のガイドライン 

http://iir.ibaraki.ac.jp/jcache/index.php?page=guideline 
 
４．タイムテーブル 

9:30－9:45 趣旨説明と本日の流れ（大野） 
・ 前日の話（全体会）とのつながりを踏まえた趣旨説明を行います。 
・ 説明後、各班が指定されたグループ討議の会場に移動します。 
 
9:45-13:50 グループ討議［11:45－13:00 休憩］ 
・ 所属するグループ（班）の座席におかけください。 
・ 参加者の皆様がそれぞれお持ちいただいた課題［個別課題］について、その原因や解決策に

ついて討論を行ってください。 
・ 次に、個別課題を踏まえ、グループ（班）内で共通する課題［共通課題］を設定し、その原

因や解決策について討論し、可能な範囲でまとめてください。 
・ ポスターには、［個別課題］及び［共通課題］を記載するともに、その原因や解決策について

も記述してください。また、ポスター最上部には、「グループ（班）番号」及び「テーマ（１

フレーズで考えたもの）」を記載してください。（例：「評価部署における IR 業務拡張のため

のデータ収集の整理について」等） 
※ 学外秘となるような事項については、ポスターにはなるべく記述しないでください（報

告書作成時に削除願います）。 
※ 討論の過程でどうしても「ここだけの話ですが」という話が出ますが、基本的にメモを

取ったり、口外したりはしないようお願いします。 
・ 概ね午前中（9:45-11:45）が討論、午後（13:00-13:50）がポスター作成の時間と想定してい

ますが、各班の進捗についてはファシリテーター（議論の引き出し役）にお任せします。 
・ ポスターの作成が完了したグループ（班）は、趣旨説明を行った会場（AS251）に戻り、ポ

スター討議の準備を行ってください。 
 
［11:45－13:00 休憩］ 
・ 食事等については、以下をご利用になれます。 

○ C 棟１F：生協食堂（OIC カフェテリア） 
○ B 棟１F：レストラン（GARDEN TERRACE LION） 
○ A 棟南ウイング１F：レストラン（Camping Kitchen）、コンビニ（セブンイレブン） 

 
13:50-14:50 ポスター討論 
・ 各グループ（班）が作成したポスターの報告は、20 分ずつの２交代制で行います。 
・ そのため、説明者（店番）２名と他班が作成したポスターの話を聞きに行く方４名に分かれ

てください。また、欠席された方の都合で６人班ではない場合、１名で店番をしていただい

てもかまいません。６人以上の班も６人班の場合に準じてください。 
・ なお、特定の方がポスターの説明を長時間行うことが無いよう、ご配慮をお願いします。 

http://iir.ibaraki.ac.jp/jcache/index.php?page=guideline
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・ 各班が記載したテーマについては、スクリーンに表示します。ご興味があるところに行って

ください。 
・ 全体討論の際は、各グループ（班）の［個別課題］についてはあまり触れませんので、気に

なるグループの記載（聞きたいこと）については、この時間帯にご確認ください。 
・ 各グループ（班）のポスターをご覧になり、以下に示す観点等に照らしてよかったと思える

班を１つ選び、会場前方に設置した投票箱に投票してください。投票の結果、上位３班につ

いては全体討論の場で報告していただきますので、事前に発表者の選出をお願いします。 
○ 評価や IR が最も改善に活用されている解決策 
○ PDCA が機能し，改善が期待できる提案 
○ 意思決定支援に資する活動として有益な施策 

 
15:00-15:50 全体討論 
・ 投票結果の上位３班が発表及び質疑応答を行います。 
・ 各班の発表時間は７分以内とし、質疑応答・討論の時間は８分間です。 
 
15:50－16:00 まとめ（小湊） 
・ 全体を通した総括を行います。 
 

５．お願い 

本セッションにおける成果は、全体討論でご報告いただいた班もそうでなかった班についても、

原則的に大学評価コンソーシアムの web サイト等で公開させていただきます。 
そのため、ポスターについては、撮影した写真をスタッフがデジタル書類（パワーポイント）

に清書します。学外秘の内容が記述されている際は、書類確認時に削除していただくか、場合に

よっては、大学名を伏せて記載いただくことも可能ですのでお気軽にご相談ください（個別案件

がなくとも議論が積み上がっていくように一般化してまとめる方向で考えています。）。 
なお、本セッションの「まとめ」でのご発言内容や撮影させていただいた写真等も公開対象と

させていただきますので、予めご承知おきください。また、大学評価担当者集会全体を通して、

可能な限り、内容や成果の公開等を行いますので、よろしくお願いします。 
 
６．スタッフ 

淺野昭人（立命館大）、浅野茂（山形大）、今井博英（新潟大）、○大野賢一（鳥取大）、小林裕美

（日文研）、小湊卓夫（九州大）、佐藤仁（福岡大）、嶌田敏行（茨城大）、末次剛健志（佐賀大）、

橋本智也（京都光華女子大）、藤井都百（名古屋大）、藤原宏司（山形大）、藤原将人（立命館大）、

山本鉱（九州工業大）、山本幸一（明治大） 
 
本セッションの問い合わせ先 

鳥取大学 大学評価室 大野 賢一 
ohno@tottori-u.ac.jp  電話：0857-31-5706 
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【参考資料】キーワードの集計結果 
 
キーワードの入力状況は、希望する班別にみると、「１）評価系」が 15 名、「２）IR 系」が 56

名、「未入力」が４名であった。 
 「１－１ 評価設計」の件数が評価系の希望者数と比べて多いが、評価系及び IR 系とも、設計

に関する項目の回答件数が多い傾向にある。希望班別にみると、評価系については「３－１ 文

章とりまとめ」が多く、IR 系については「２ 収集」に関する項目が多く、IR 活動の一つであ

る「３－２ 数量データ解析」の項目も多くなっている。 
 

 
※「３）いずれでもよい」については、記入内容を踏まえて、１）または２）に集計した。 
※キーワードの「１活動の設計」、「２収集」または「３分析」を選択された場合は、下位の各キーワードにそれ

ぞれ加算した。 
  

0 5 10 15 20 25 30

１－１評価設計

１－２ IR設計

２－１ データの所在把握と入手

２－２ データ整理

３－１ 文章とりまとめ

３－２ 数量データ解析

３－３ 解釈

４ 活用支援（レポーティング）

入力されたキーワードの集計結果

１）評価系 ２）IR系


